














目的 

1)県単位レベルで行う先天異常発生モニタリングのシステムを追求する。今年度は昭和 56

年 1 月から新しく改行スタートしたシステムを紹介し,そこでの問題点を紹介する。 

2)昭和 55 年の先天奇形と継続調査中の筋ジストロフィー症の発生頻度を報告する。 


